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Ｈ
日
喝
曰
（
氷

）
市

・
｛κ
五

政
黎
議

は

「
者
β

‐‐―
緯
な
続
支

採
に
つ
レ＞
て
」
ｔ
を
表
。
そ
の

ハ
容
は
、
業
の
‘
お
り
で
す
ｏ

告
ん

―‐―
線
挫
Ｔ
Ｔ
に
運
行
２

継
続
す
３
た
あ
、
Ｈ
巫
（
２
ｏ

ノ
６
）
年
度
か
ら
新
た
な
‐ｏ
年

上
程
し
ま
す
。

早

瑾
告
士舗
種
か
Ｔ
征
に
試
続
這

行
す
る
た
び
、
え
朽
化
し
た
設

凛管
島
鯉
岬
ｇ
音
∩
Ｌ
かし
て

瀾
駁
山
ホ
、
社
の
‐‐―
ホ

ん
び
釉

歌
山
鼻
ｒ
蓮
檸
三

・

①
支
鵜
音
殊

曰
ひ
力
鈴
制
度
卍
浮
以
と
し

て
い
る
翡
係
の
雲
新
‘
び
修
簿

（
誰
備
仰
¨
じ
―
ル
、
様
木
、

踏
卸
得
学
幾
冷
ね
ヒ
）

Ｃ２♭
支
聟
の
上
眠
額
（
ｐ
年
間
）

に
准
牛
ｑ
ｑ
ο
万
円

”
内
訳

】

県
〕
　

４
准

５
４
６
る
万
円

和
酸
山
　
５
准

／
６
６
′
万
〔

紳
ｏ
ｍ
　
２
鳥
９
７
６
３
万
円

☆
全
善
影
量
員
（
艘
ユ
田
で
約

‘
代
ｑ
十
万
円
）
の
３
分

ひ
Ｚ

書
慈
川
線
の
支
援
種
続
ｔ
誉
表

間
ｔ
和
歌
山
市
，
社

の
‐１１
ホ

反

び
池
歌
山
県

で
雰
政
的
は
支
祥

ｔ
）

熟掌
”山
電
鐵
Ｔ
２
一
‐‐‐

線

の
理
行
乞
継
続
し
て
い
く
こ

と
マ

・‐
、
基
本
的
行
合
む
に
達

し

ま

し
た

の
で
‐

嘔
量
薔
合
猥

い
て
膳
巻

屋

緯

χ

隻

暦

ｔ

713/_。

ふ力71型
ホ
議
団
Ｑ
昼

■
村
議
≡
づ
い
い
に

僻
絣
町
］丹

ミ
僻 リ

ｔ
色
お
林
て
支
援
。

各
自
増
林
間
は
、現
行
の
碁

本
質
藝
ヽ
ｃ
ょ
３
漁
藻
肝
勲

合
に
ハ
ｕ
ス
分
担
・

☆
確
ゾ
の
５
命
の
ｒ
は
菖
器

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥一　
市
役
所
で
は
、
お
昼
の
１２

＝
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
茂

＝
圭
げ
短
時
間
れ
さ
れ
ま
す
。

………………………
て
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
笑
た

一
党
市
議
団
の
「
お
書
当
の
時

…………………………
閣
」
の
嗜
ま
り
て
た
り
ま
ｔ

＝
〒
―
ブ
ル
に
は
、
各
人
が
視

＝
幣
嵯
で
買
，
マ
き
た
二
）飯

一
の
な
」
が
並
ん
で
い
ま
す

……………………
な
か
で
も
大
人
気
は
、
そ
①

＝
時
代
に
母
付
籠

・
囲
本
さ
ん

＝
手
作
り
①
二

〕餌
①
在
」
で

一■

ょ
落

「
お
力
■
琴
け
」

＝
伊
出
て
い
ま
し
た
。
「ふ
カ

プ
し
／ゝ

ら
え
ば

。
フ
一フ
ン
キ

一

‐
堺

の
ふ
カ

プ
梗
事
ｔ
帰

い

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

督

夕
べ
て

、
ち

ょ
っ
と
年
ｔ

一

成
む

て
し
ま

い
ま
す

。
　

　

＝

て
い
れ
カ
プ
ｔ
食
べ
た
か

‥‥‥‥‥‥‥……‥

ら
中
村
あ
さ
と
義

λ
げ
フ
ト

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「
年
貯

の
林
価
は
上
伊
っ
て
＝

い
Ъ
ん
で
し
ょ
う
か
」
逸
甲
一

し、
た

の
で
す
。

「
エ
ツ
７
株

一

に
興
味
が
ぁ
る
０
？
ご

と
問
一

ｐ
退
す
ヒ
「
一
般
的
な
Ｌ
閉

一

訂
て
し
て
」
と
中
村
総
員
．
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

こ
ネ
ま

で
世
閣
訂
で
「
漱

」
一

の
話
な

し
た

こ
と
な
”
れ
に

，

は

マ
／
ガ

の
ネ
９
に
し
か
…
。一
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士
還
勲
暮
Ｔ
貧
の
封
市
交
渉

――
日
旧
日
（
ズ
）
午
鮮

，
、
市

内

の
費
称
細
ぼ
〒
戻
主
甲
笹
ほ

６
で
つ
＜
ろ
利
歌
山
市
六
曇
勤

実
行
省
ア会
ｎ
響
歩
斗
に
日

本
基
生
２
市
議
口
ｔ
参
加
．
私
、

ひ
ひ
ぢ
体
２
会
場
に
令
か
糸
た

誌
し
合
レ‐
の
第
２
△勇
パ
同
型

平
利
、
産
業
・環
境
。
ま
ち
ず

く
り
．
芝
骨
、米
重
、
中
小
業

者
振
皐
）
に
行
き
ま
し
た
。

日
の
封
篠
義
の
終
了
て
日
和

典
域
の
情
に
そ
の
ｔ
の
が
行
く

は
，た
に
ｔ
関
あ
５
ポ
旧
態
薇

留
ヒ
し
て
市
応
臀
毎
番
判ｔ
対

録

Ｆ
同
辞
事
業
ｔ
続

ｔ十
マ
い
よ

寸
．
一）ス
か
「
半
馴
い
颯
４
ド

は
か
藤
ら
な
”
」
と
り
Ｐ
堤
卸

き
た
ぜ
受
け
上
め
ら
潔
献
い
の

か
が
不
電
議
で
す
。

震

上
昇

二

政
響

Ｈ
目
奴
日
（
日
）
年
前
Ю
時
一　
参
加
着
は
、
実
清
党
（
ゃ
ス

半
い
ち

日
査
首

撻

一弔

±

７

曇
菫
墨

の
プ
ラ
ス
タ
ー

市
む
猪
鴻
合
は

、
メ
ｗ
サ
一ｏ口
な

一
ｔ
拝
ち

‐
、
南
沖
繕
合

め
山
本
含

前

で

「
戦
争
鉄
虐

上
の
国
烏
理

一
長

、
山
ψ
豊
満
品
暑

‐
け
田
さ

合
政
府
の
実
損
」
ｔ
め
ざ
す
署

一
ん
　
つ
３
た
え
県
議
と
私
、
ひ

簿
宣
伝
籍
勧
建
行
い
ま
し
た
。　
一ハ
む
プ
マ
イ
７
で
計
入
ま
し
亀

〓
Ａ

日
本
共
産

「
手
口
も
食
堂
」
０
こ
ヒ

い
ま
日
本
で
は
、
教
育
の

柊
差
、含
困
の
連
鎖
が
広
が

り
、
み
ｒ
ｔ
の
６
人
に
′
人

が
曾
困
繋
能
に
あ
り
ま
す
。

そ
ん
爆
子
で
ヽ
Ｅ
互
呼
え
味

し
い
食
事

。幸
苺

時
間

・

地
域
と
の
っ
た
が
２
と
無
料

十
格
夕
で
提
バ
す
ろ
「
子
と
ｔ

合
壼
」
の
試
み
伊
倉
日
で
浩
か

っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
打
Ｄ
町

で
行
っ
た

「５
ヒ
ｔ
の
含
・困
に

つ
い
て
尭
χ
３
基
諾
会
」
に
参

加
し
た
麻
、
和
歌
中
市
て
「
手

で
ｔ
ｅ
堂
し
ｔ
ｉ
ぢ
七
げ
た
方

の
取
り
組
み
ｔ
闇
き
ま
し
た
。

学
生
ポ
ラ
と
ア
イ
ア
ｔ
一
結
に
、

裁
域
ｏ
子
む
ｔ
た
ち
が
ホ
ツ
と

で
き
ろ
居
場
前
に
は
っ
て
い
ろ

よ
う
て
し
た
。
一恩
櫛や
け
校
、

行
政
は
で
理
嬌
ｔ
ビ
ッ
な
が

必
支
援
に
っ
な
げ
て
い
く
こ

て
が
菫
零
で
す
。
簡
単
棒
ニ

て
て
は
な
い
け
水
で
、
碑
ん

た
で
ア
を
工
τ
Ｓ
［
＜
し
て

逢
い
う
ｔ
中
に
し
て
育
っ
こ

と
が
で
き
３
社
会
ｔ
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
、
ぃ
ま
す
。

鶴 鐘 子
)

ｔ
付
け
て
同
盟
し
ょ
う
こ
の
ロ

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
紳
間
ｔ

増
や
し
て
世
界
同
盟
曹
や
３
う

て
皆
≦
晨
４
７
７
ます
▼
”
じ

あ
ろ
ｔ

、
い
げ
り
２

〓
た
い
し
。

対
等
に
つ
キ
一ム

ロ
、
同
じ
権
利

で
分
”
て
き
Ъ
同
盟
で
す

。
八

百
昼
の

‐１‐
僣
骨

っ
た

一一ヽ
古
は
「

評
ん
は
Ｃ
同
じ
＾
蔽
た
ち
に
な

来
た
こ
と
し
柳
少
れ
し
い
。
戦

ユ訓
い
旧
雀
２
雑
熟
に
薬
濃
き
れ
た

だ
田
千
だ
①
童
議

「
世
界
同
盟

」
で
す
▼
場
哉
碁
ｄ
削
ら
ス
ま

し
た
が
、
′
人
ず

つ
に
綺
け
た

国
名
に
■
石
は

理
議
鮮
」
ａ
登

場
さ
せ
ま
す

。
当
時

、
石
田
麟

木

が

「
地
図
の
上
　
朝
鮮
口
に

く
３
ぐ
ろ
こ

■
を

ぁ
り
っ
ゝ

深
風
さ
恥
く
」
く
詠
た
虐
よ
う

に
朝
鮮
は
日
本

い
植
民
地
で
し

た

▼
量

梁

ｏ
さ
９
年

に

事

り
添
う
曜
情
て
差

別
の
な
い
社

会

。
曰
席
ね
食
さ
ギ
あ
た

『
世

蔓
禦
翼
轟
繊

合
し
て
い
ま
す
。
日
常
に
あ
３

算
摯
塁
騎
Ｔ
え
な
語
Ｂ
谷

わ
せ
８
し
て
い
た
こ
と
か
問
題

に
は
っ
て
い
ま
す
。
本
人
体
巨

だ
し
て
い
ま
す
ザ
‐
薇
夢
訴
管

へ
①
無
神
経
さ
制
輌
い
▼
「
オ

各
ち
に
惜
し
み
と
し
ヽ
、
２
贈
り
物

は
あ
げ
ほ
い
」
。
パ
リ
の
ア
ロ

で
寺
〓
七
く
し
た
仏
人
い千
１

ナ
リ
ス
ト
が
犯
人
に
向
け
て
つ

づ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
＃
感
〓
〔
げ

て
い
ま
す
。
幼
″
急
う
嘔
帽
し

み
ｔ
棺
ａ
可
世
界
に
ａ
ｔ
見
開

い
て
畦
き
て
は
し
い
、
ヒ
・
古

田
さ
ん
が
胸
幅
刻
ん
で
し、
た
「

平
即
≦
芸
手
７
７
り
得
ち
人
間

ｔ
つ
く
３
」
」と
に
垣
じ
Б
暉

い
て
す
。


